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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

 西鹿渡遺跡
　　（第 32 次） 集落跡 奈良時代

平安時代
 竪穴建物跡 6 棟
 竪穴建物跡 2 棟

 土師器・須恵器・あか
 やき土器  コンテナ 6 箱

要　　約
　 本遺跡は，これまでの調査で，奈良・平安時代の竪穴建物跡が 40 棟以上確認されている集落遺跡 
 である。本調査においても同時期の竪穴建物跡が 8 棟検出された。南カマドを有する中・小型規模
の住居を主体とし，当地域における該期の様相を解明する資料の一つとなった。


